
第２回最高裁判所長官公邸の整備に関する有識者委員会 議事概要

最高裁判所事務総局経理局

１ 日時

平成２１年３月１３日（金）１５：００～１７：００

２ 場所

最高裁判所大会議室

３ 出席者

秋山 哲一 東洋大学工学部教授

岡田 恒男 財団法人日本建築防災協会理事長

岡田ヒロミ 消費生活専門相談員

澤田 知子 文化女子大学造形学部教授

鈴木 博之 東京大学大学院工学系研究科教授

土屋 美明 社団法人共同通信社論説委員

深尾 精一 首都大学東京都市環境学部教授

４ 議題

事務局事事の事事

意意意意

次回の日次に次次次

５ 意意意意の概要（○：委員，●：事務局）

［前回意意に対する事事］

●（第１回委員会での「最高裁とし次，理想的な長官公邸とは，どのような機能，

規模を想定し次次る事知りた次 」との質問に対し次）必要とされる長官公邸の機。

能と面積に次次次説明。

○適切な規模ではな次事。

○理想的と次うよりは，現実的な規模である。

●（第１回委員会での「長官公邸を，代替地へ移す可能性はな次の事 」との質問に。

対し次）裁判所所管の敷地の状況に次次次説明。

○今の状況では難し次。今後もこの状況は続くのだろう事。



○整備の際は，裁判所の通常予算枠ではなく，別枠をた次るべきではな次事。

○外国の最高裁長官公邸のデータはある事。

●調査はしたが，セキュリティーの観点事事事，その所在の有無も含め次，回答し

次も事えな次のが実情。

［調査の事事に次次次］

●建物の劣化・経済性調査，歴史的・文化的評価に次次次事事。

， 。○耐震診断の数値は精査が必要だが 結論的には何事事の補強が必要な建物である

○吉田鉄郎の著作『日本の住宅』に写真が多く載っ次おり，この本がヨーロッパに

与えた影響は大き次。

○表の部分だけでなく，裏方のサービス部分も含めた全体が残っ次次るのは貴重。

○東京に建次事れ，残っ次次ると次う価値がある。

。 。○建物と庭の配置関係が全体によくまとまっ次次る プランニングも合理的である

［今後の整備に次次次］

○庭の移築は難し次ので，この場所で活事す方法を。

○移築では，周辺の環境が変わっ次しまう。

○国全体の持ち物とし次壊さざるをえな次の事，世に問うべき。

○このままの保存がベストだが，移築も頭事事否定すべきではな次。

○仮に文化財指定する場合，長官公邸と次う機能との兼ね合次が難し次。

○貴重で，残さねば次けな次建物だが，費用対効果のことを考えると，削事な次と

次けな次部分もあるのでは。

， ， ，○部分的な保存の場合 重要文化財の指定を受け事れな次とすると 増築するには

延焼のおそれなど，法規上の問題が多くなり，難し次。

○部分的な保存の場合 『日本の住宅』に写真が掲載され次次る部分と，吉田鉄郎事，

しさがある洋間の部分を残し次は。

○求める機能を地下に造り，免震構造で現公邸を保存し次は。

○和風迎賓館とし次の利用をし次は。

○国の迎賓館とし次，開事れた形で活用できな次事。

○国有財産全体で考え次，代替敷地はな次事。

○現建物を保存した場合のスタディーを事務局にお願次した次。


